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くの参拝者が集り、境内では神事が執り行われました。

　恒例のお餅撒きでは、袋がいっぱいになるまで拾っていました。

丹生川上神社　春の例大祭
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３
つ
の
催
し
を
成
功
裏
に
収
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
重
要
施
策
と
し
て
は

〝
行
き
交
う
行
政
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に

『
村
民
生
活
と
地
域
活
力
の
向
上
』
並

び
に
『
都
市
や
企
業
等
と
の
連
携
・
交

流
を
深
め
る
』
こ
と
を
重
き
に
精
一
杯

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
「
村
民
生
活
と
地
域
活
力
の

向
上
」
で
は
、
引
き
つ
づ
き
生
活
に
密

着
す
る
道
路
や
橋
、
水
道
や
浄
化
槽
施

設
、さ
ら
に
は
、防
災
対
策
な
ど
の
住
環

境
整
備
の
充
実
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
基
幹
産
業
の
再
生
を
め

ざ
し
、
林
業
・
木
材
業
の
一
貫
供
給
体

制
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

優
秀
で
頑
張
る
本
村
の
児
童
・
生
徒
た

ち
の
た
め
に
仲
間
を
増
や
す
こ
と
や
、

林業・木材業の一貫供給体制を支援します

　
国
の
政
治
は
、
安
倍
内
閣
が
経
済
政

策
を
優
先
す
る
証
と
し
て
、
過
去
最
大

の
大
型
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
よ
る
景

気
の
腰
折
れ
の
回
避
策
を
含
め
、
前
向

き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交

付
税
は
本
来
の
原
資
を
確
保
す
る
動
き

が
あ
り
、
財
政
力
格
差
を
な
く
す
税
制

改
正
も
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
地
方
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
す
取
組

み
で
は
、
「
地
域
の
元
気
創
造
事
業
」

を
創
設
す
る
な
ど
、
道
州
制
問
題
の
流

動
的
な
要
素
が
あ
る
も
の
の
、
地
方
へ

の
配
慮
が
評
価
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
一
方
奈
良
県
で
は
、
過
去
10
年
で
最

大
規
模
の
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
消

費
と
産
業
・
雇
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

と
し
て
、
経
済
構
造
改
革
を
主
軸
に
し

た
方
針
で
あ
り
、
目
的
を
明
確
に
し
た

産
業
創
出
、
戦
略
的
な
農
林
業
の
振

興
、
観
光
振
興
な
ど
を
主
に
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
村
で
は
「
節
目
の

年
」
と
考
え
、
意
義
あ
る
年
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
に
定
め
た
水
源
地
の
村
づ
く

り
＝
樹
と
水
と
人
の
共
生
＝
か
ら
20
年

目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
２
年
後
に
定
め

た
「
川
上
宣
言
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

で
大
き
な
評
価
を
う
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
思
い
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
を
賜
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い

る
、
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
の
放
流
・
歓
迎
行
事
会
場
と
し
て
、

本
村
で
開
催
さ
れ
る
名
誉
を
い
た
だ

き
、
そ
の
テ
ー
マ
が
『
ゆ
た
か
な
る
森

が
は
ぐ
く
む
川
と
海
』
で
あ
り
ま
す
。

　
川
上
村
は
早
く
か
ら
こ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
崇
高
な
精
神
を
具
現
化
す
る
と
と

も
に
「
こ
の
村
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
。」

と
思
う
村
づ
く
り
が
私
の
大
き
な
責
務

で
あ
る
と
覚
悟
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
ま
ず
は
平
成
６
年
の
第
３
次

総
合
計
画
、
平
成
17
年
に
策
定
し
た
第

４
次
総
合
計
画
、
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り

検
証
し
な
が
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

じ
ま
る
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
〝
都
市

に
な
い
豊
か
な
生
活
を
築
く
こ
と
〟
及

び
〝
定
住
人
口
の
促
進
〟
に
重
点
を
置

き
な
が
ら
、
議
会
は
も
と
よ
り
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
肝
心
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、 

〇
村
制
１
２
５
周
年
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
成
功
さ
せ
る
こ
と

〇
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

　
　
　
　
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

〇
第
５
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
成
功
さ
せ
る
こ
と

　
こ
の
こ
と
を
重
要
事
業
に
し
、
こ
の

集落懇談会を行い、村民の皆さ
んの意見をお聞きしました

第34回全国豊かな海づくり大会の放流・
歓迎行事の会場に選ばれました

３
月
６
日
の
栗
山
村
長
の

所

信

表

明

か

ら

抜

粋

予
算
編
成
に
あ
た
り

予
算
編
成
に
あ
た
り
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村
に
と
っ
て
、
ま
ち
の
活
力
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
は
不
可
欠
で
す
。
我
々

に
な
い
図
り
知
れ
な
い
知
恵
や
パ
ワ
ー

が
都
市
や
企
業
に
は
あ
り
ま
す
。
村
の

魅
力
や
持
ち
味
を
存
分
に
活
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
と
の
連
携
・
交
流
は
村
の

再
建
の
大
事
な
要
素
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
情
報
の
発
信
力
を
高

め
な
が
ら
、
森
と
水
の
源
流
館
や
水
源

地
の
森
、
大
滝
ダ
ム
等
の
森
や
水
に
関

わ
る
施
設
を
活
か
し
た
交
流
を
推
進
す

る
と
と
も
に
観
光
及
び
文
化
的
施
設
等

の
利
活
用
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を

見
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
、
本
村
も
加
盟
し
て
い
る
全
国
源

流
の
郷
協
議
会
で
は
、
源
流
白
書
を
作

成
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
明
治
大

学
の
小
田
切
先
生
は
、
「
帰
省
す
べ
き

場
所
を
持
た
な
い
人
々
が
増
え
て
い

る
。
近
年
で
は
、
ふ
る
さ
と
は
よ
り
幅

広
く
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
は
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
『
こ
こ

ろ
を
よ
せ
る
と
こ
ろ
』
『
や
す
ら
ぎ
の

場
』
を
め
ざ
す
。」
と
言
い
切
り
ま
す
。

こ
ん
な
人
々
の
思
い
に
も
応
え
ら
れ
る

川
上
村
に
な
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
源
流
の
公
益
的
な
役
割
や

素
晴
ら
し
さ
と
と
も
に
、
源
流
域
が
抱

え
る
課
題
も
国
や
国
民
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
も
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
引
き
つ
づ
き
多
く
の
方
々
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
常
に
前
を
み

て
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
樹
と
水
と
人
の
共
生
」
を
め
ざ
し
て

―
川
上
宣
言（
１
９
９
６
年
８
月
１
日
）

　

「
川
上
」
は
水
の
源
、
豊
か
な
水
が

生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
豊
か
な
水
は
豊
か

な
森
林
が
「
川
上
」
に
保
た
れ
て
き
た

証
拠
で
す
。
「
川
上
」
の
人
た
ち
は
、

巧
み
に
森
林
を
利
用
し
そ
の
価
値
を
生

か
し
て
自
然
と
つ
き
あ
い
、
林
業
を
通 

し
て
山
と
水
を
守
っ
て
き
た
の
で
す
。

都
市
が
発
展
し
経
済
成
長
が
続
く
な
か

で
、
さ
ら
に
多
く
の
水
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
上
流
に
多
く
の

ダ
ム
が
造
ら
れ
、
下
流
主
導
の
か
た
ち

で
上
流
の
姿
が
変
え
ら
れ
て
き
た
の
で

す
。
生
活
水
準
が
上
が
り
「
川
上
」

の
過
疎
化
が
進
む
現
代
。
「
川
上
」
で

は
以
前
の
よ
う
に
暮
ら
し
の
中
で
山
と

水
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
森
を
育
て
、
山
と
水
を
守
る
新

し
い
仕
組
み
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
下
流
の
人
た
ち
の
参
加
も
必
要
で

す
。
川
上
へ
の
愛
着
、
訪
れ
る
都
市
の

人
た
ち
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
こ

か
ら
豊
か
な
国
土
の
保
全
、
さ
ら
に
は

地
球
環
境
問
題
へ
の
答
え
も
生
ま
れ
て

く
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

学
習
環
境
な
ど
に
も
一
層
力
を
入
れ
。

　
お
て
っ
た
い
さ
ん
（
集
落
支
援
員
）」

制
度
や
「
村
づ
く
り
塾
」、「
か
わ
か
も

ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
」
に
は
大

き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
の

連
携
の
中
で
、
〝
協
働
事
業
〟
と
し
て

宝
さ
が
し
や
魅
力
の
掘
り
お
こ
し
が
出

来
れ
ば
、
生
活
の
糧
に
な
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
そ
ん
な
動
き
を
支
え
る
仕
組

み
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人

に
対
し
て
も
、
地
域
資
源
等
を
活
か
し

た
事
業
を
起
業
す
る
者
に
対
し
て
も
、

積
極
的
に
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
「
都
市
や
企
業
等
と
の
連

携
・
交
流
を
深
め
る
」
こ
と
に
つ
い
て

は
、
生
産
機
能
や
地
域
社
会
に
お
け
る

活
力
が
低
い
と
い
わ
れ
る
過
疎
地
や
本

子育て世代のグループ「ちびっこ増やし隊」

都市部でもイベントを行っています

一
．
私
た
ち
川
上
は
、
か
け
が
え
の
な
い

水
が
つ
く
ら
れ
る
場
に
暮
ら
す
者
と
し

て
、
下
流
に
は
い
つ
も
き
れ
い
な
水
を

流
し
ま
す
。

一
．
私
た
ち
川
上
は
、
自
然
と
一
体
と
な
っ

た
産
業
を
育
ん
で
山
と
水
を
守
り
、

都
市
に
は
な
い
豊
か
な
生
活
を
築
き
ま

す
。

一
．
私
た
ち
川
上
は
、
都
市
や
平
野
部
の
人

た
ち
に
も
、
川
上
の
豊
か
な
自
然
の
価

値
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

一
．
私
た
ち
川
上
は
、
こ
れ
か
ら
育
つ
子
供
た

ち
が
、
自
然
の
生
命
の
躍
動
に
素
直
に
感
動

で
き
る
よ
う
な
場
を
作
り
ま
す
。

一
．
私
た
ち
川
上
は
、
川
上
に
お
け
る
自
然

と
の
つ
き
あ
い
が
、
地
球
環
境
に
対
す

る
人
類
の
働
き
か
け
の
、
す
ば
ら
し
い

見
本
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

川

上

宣

言
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条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

◎
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

出
来
る
契
約
の
範
囲
を
定
め
た
も
の
で

す
。

◎
川
上
村
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
会
計
課
が
廃
止
と
な
り
、
総
務
税
務

課
に
事
務
を
分
掌
す
る
も
の
で
す
。

◎
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
45
歳
未
満
の
一
部
の
職
員
の
昇
給
が

回
復
す
る
も
の
で
す
。

◎
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
お
て
っ
た
い
さ
ん
業
務
に
か
か
る
勤

務
手
当
を
定
め
た
も
の
で
す
。

◎
川
上
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
一
部
改
正

し
た
も
の
で
す
。

◎
川
上
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
川
上
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
額
に
改
正
が
あ
っ
た

も
の
で
す
。

意
見
書
・
発
議

◎
４
月
か
ら
引
き
上
げ
る
消
費
税
増
税

法
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

　
こ
れ
は
、
４
月
か
ら
８
％
に
引
き
上

げ
る
消
費
税
増
税
法
の
中
止
を
求
め
た

も
の
で
す
。

◎
憲
法
に
違
反
す
る
特
定
秘
密
保
護
法

の
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書

　
こ
れ
は
審
議
が
充
分
行
わ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
中
で
採
択
し
た
特
定
秘

密
保
護
法
案
の
撤
廃
を
政
府
に
求
め
た

も
の
で
す
。

◎
奈
良
県
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
！

中
間
駅
の
早
期
決
定
を
求
め
る
協
議

　
こ
れ
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
め
ぐ

る
現
状
の
中
で
、
川
上
村
議
会
が
奈
良

県
と
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
た
め
の

も
の
で
す
。

平
成

　
25　
年
度
　
予
算
補
正

◎
一
般
会
計
予
算
補
正
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
６
、
５
４
２

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

26
億
１
、
８
８
７
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
美
し
い
森
林
づ
く
り
基

盤
整
備
事
業
や
財
政
調
整
基
金
交
付
金

積
立
金
、
水
源
地
地
域
保
全
基
金
積
立

金
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
の
追

加
が
行
わ
れ
た
も
の
が
主
な
内
容
で

す
。

◎
特
別
会
計
予
算
補
正
に
つ
い
て

◆
村
営
林
野
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
17
万
７
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
９
４
２
万

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
臨
時

雇
い
賃
金
な
ど
の
減
額
が
行
わ
れ
た
も

の
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

補
正

《
事
業
勘
定
》

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
２
、
０
３
３

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

２
億
８
、
８
１
７
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
保
険
給
付
費
の
増
額
が

行
わ
れ
た
の
が
主
な
内
容
で
す
。

《
直
営
診
療
施
設
勘
定
》

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
83
万
４
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
１
億

１
、
０
５
０
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
職
員
給
与
費
の
減
額
や
医

療
用
機
器
の
借
り
上
げ
料
の
減
額
が
行

平
成
26
年

第
１
回
村
議
会
定
例
会

　
　
平
成
26
年
第
１
回
川
上
村
議
会
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間

に
わ
た
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
６
日
に
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
議
案
を
上
程
、
全
議
案
に
つ
い
て
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
案

は
各
委
員
会
に
審
議
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
杉
本
正
文
議
員
、
塩
谷
章
次
議
員
、
津
本
多
正
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
13
日
に
は
各
委
員
会
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
26
年
度
　
当
初
予
算

◎
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
26
億
５
、

１
８
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比
約

10
・
31
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
額
理
由
と
し
て
、
村
制
１
２
５
周

年
事
業
や
第
５
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ

ト
、
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
事
業
な
ど
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
複

数
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
に
行
わ
れ
る
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
村
制
１
２
５
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
４
、
０
４
８
万
４
千
円

◇（
仮
称
）
川
上
の
家
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
６
、
２
０
０
万
円

◇
源
流
の
郷
協
議
会
事
業

（
第
５
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
実
施
事
業
）

　
　
　
　
　
１
、
０
２
４
万
５
千
円

◇
環
境
メ
ッ
カ
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
４
８
４
万
３
千
円

◇
森
と
水
の
源
流
館
改
修
等
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

◇
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
６
万
円

◇
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
１
、
０
０
６
万
８
千
円

◇
吉
野
広
域
行
政
組
合
衛
生
費
負
担
金

事
業

　
　
　
　
　
　
　
１
５
２
万
９
千
円

◇
林
業
・
木
材
業
再
生
会
議
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
１
万
円

◇
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

事
業

　
　
　
　
　
２
、
４
４
３
万
１
千
円

◇
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
旅
行
券
事
業

　
　
　
　
　
１
、
２
９
９
万
６
千
円

◇
橋
梁
維
持
補
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
５
４
２
万
９
千
円

◎
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

◆
村
営
林
野
事
業
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
８
８
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
村
有
林
の
管
理

作
業
委
託
料
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

《
事
業
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
２
億
３
、
７
３
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
保
険
給

付
費
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
支
出
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
な
ど

が
主
な
内
容
で
す
。

《
直
営
診
療
施
設
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
億
１
１
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
職
員
給
与

な
ど
の
一
般
管
理
費
や
医
薬
品
費
な
ど

の
医
業
費
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
億
５
、
３
７
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
簡
易
水

道
費
や
公
債
費
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
水
没
者
生
活
再
建
対
策
事
業
特
別
会

計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
３
、
５
４
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
水
没
者
対

策
費
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
村
立
歯
科
診
療
所
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
、
０
５
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
医
師
会
派
遣

委
託
料
や
医
業
費
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

《
保
険
事
業
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
２
億
８
、
８
４
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
な
ど
の
保
険
給

付
費
が
主
な
内
容
で
す
。

《
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
８
５
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
計
画
費
の
収
入
を
行
い
、保
険
事
業

勘
定
へ
の
繰
出
金
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
３
、
９
３
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
が
主
な
内
容

で
す
。

わ
れ
た
の
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
21
万
１
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
１
億
１
、

７
６
４
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
簡
易
水
道
総
務
事
業
費
の
減
額
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

《
保
険
事
業
勘
定
》

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
２
８
６
万

４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

２
億
７
、
５
９
７
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
改
修
の
委
託

料
の
増
額
や
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
増
額
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
増
額
な
ど
が
行
わ
れ
た
も
の
が
主
な

内
容
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
１
５
７
万

４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
３
、

５
７
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
や
保
険
事
業
費
、
総
務
費
の
減
額
が

行
わ
れ
た
も
の
が
主
な
内
容
で
す
。
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○業務内容　保育士業務

○応募資格　平成26年４月１日現在で保育士資格を有する者

○雇用期間　平成26年５月１日～平成27年３月31日

○採用人員　１名

○勤務時間　週５日勤務（土・日・祝日は原則休み）

①～③のローテーション制

①８：00～16：00（早出）

②９：00～17：00

③10：00～18：00（遅出）

○賃 金 等　時給 1,000円

通勤手当、社会保険、雇用保険あり

○応募方法　４月18日（金）までに、市販の履歴書に必要事項を記入の上、

役場総務税務課に提出（郵送可）

○選考方法　書類選考後、面接

【申込み先・問い合わせ先】〒639-3594 奈良県吉野郡川上村大字迫1335-7

役場総務税務課人事係　℡ ５２－０１１１

やまぶき保育園臨時職員を募集します

◎異動（４月１日付）

※（　）内は前所属課及び役職

総務税務課　課長補佐　泉　　寿一

（林業建設課課長補佐）

課長補佐　久保　晶代

（住民福祉課主任）

主　任　　竹田　真美

（会計課主任）

地域振興課（全国豊かな海づくり大会推進室）

主　事　　杉田　好平

（教育委員会事務局主事）

住民福祉課　課　長　　泉谷　隆夫

（クリーンセンター所長）

教育委員会事務局

次　長　　上嶋　教孝

（会計課課長）

主　任　　丸井　祐樹

（総務税務課主任）

◎採用（４月１日付）

住民福祉課　主事補　　垣内　良太

林業建設課　技　師　　福西　信和

川上診療所　医　師　　朴　　英哲

◎退職（３月31日付）

上林　哲士（教育委員会事務局）

横谷　好則（住民福祉課）

松葉　　綾（総務税務課）

松井　則夫（川上診療所医師）

◎異動（４月１日付）※（　）内は前所属学校

川上小学校

　教　　頭　　前　　浩輔（川上中学校）

　教　　諭　　梶谷　宙史（大正小学校）

　教　　諭　　辻本　舞美（新規採用）

　村費講師　　朝町　　澪（新規採用）

　校 務 員　　前川　賢幸（新規採用）　 

川上中学校

　教　　頭　　山崎　正悟（下市中学校）

　教　　諭　　下井　弓子（西吉野中学校）

　教　　諭　　細井戸りか（新規採用）

　村費講師　　坂本　秀行（新規採用）

天川小学校

　校　　長　　桝谷　年彦（川上小学校）

黒滝小学校

　教　　頭　　福本　　彰（川上小学校）

敷島小学校

　教　　諭　　巽　　志穂（川上小学校）

桜井南小学校

　講　　師　　島谷　絵理（川上小学校）

平群南小学校

　講　　師　　敷地　愛奈（川上中学校）

御所中学校

　教　　諭　　辻阪　雅文（川上中学校）

◎退職（３月31日付）

川上小学校

　校 務 員　　諏訪　太久夫

川上中学校

　教　　諭　　岡本　　博

教職員の人事異動（敬称略） 役場職員の人事異動（敬称略）
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ど
の
よ
う
に
川
上
村
が
変
化
し
て
き
た

の
か
を
検
証
し
ま
し
た
。

　
特
に
過
疎
問
題
は
、
川
上
村
で
は
顕

著
に
数
値
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。

　
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
平
成
26
年

度
の
目
標
人
口
を
２
、
０
０
０
人
と

し
、
そ
れ
を
達
成
す
べ
く
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
過
疎
問
題

を
打
破
す
る
に
は
至
ら
ず
、
平
成
26
年

３
月
１
日
現
在
の
推
計
人
口
で
は
、

１
、
４
１
３
人
と
い
う
厳
し
い
数
字
が

で
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
総
合
計
画
で
は
、
こ
の
待
っ

た
な
し
の
状
況
に
対
し
て
の
具
体
的
な

打
開
策
が
、
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

◆
新
総
合
計
画
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
都
会
に
は
な
い
豊
か
な
生
活
を
実

現
し
、
若
者
定
住
、
人
口
定
住
を
促

進
す
る
」
こ
と

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
は
、
や
は
り
人

口
問
題
に
い
か
に
取
り
組
む
か
が
鍵
と

な
り
ま
す
。
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め

に
は
、
村
の
暮
ら
し
が
魅
力
的
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
総
合
計
画
で

は
、
こ
の
テ
ー
マ
を
よ
り
具
体
的
に
掘

り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

◆
村
民
だ
れ
も
が
わ
か
り
や
す
い

「
村
づ
く
り
の
手
引
き
」
に

　
新
総
合
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
10
年
間

の
村
づ
く
り
が
、
だ
れ
も
が
分
か
り
や

す
く
、
手
元
に
お
い
て
も
ら
え
る
も
の

に
す
べ
く
、
従
来
の
も
の
よ
り
も
コ
ン

パ
ク
ト
で
、
内
容
を
絞
っ
た
も
の
と
す

る
予
定
で
す
。
そ
こ
に
は
、
行
政
の
役

割
や
住
民
の
皆
様
の
役
割
を
わ
か
り
や

す
く
記
し
、
と
も
に
川
上
村
の
現
状
を

打
開
す
べ
く
全
員
参
加
の
村
づ
く
り
を

呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
完
成
は
平
成
27
年
春

　
今
後
は
、
こ
の
審
議
会
を
通
し
て
委

員
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
別
途
、
各
集
落
の
現
状
や
村
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
総
合
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
完
成
は
平
成
26 
年
度

末
で
す
。
完
成
次
第
、
皆
様
の
お
手
元

に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
源
地
の
村
づ
く
り
課

℡

５
２
・
０
１
１
１

◆
村
の
10
年
間
の
設
計
図
作
り

　
「
総
合
計
画
」
と
は
、
10
年
単
位
で

村
づ
く
り
を
長
期
的
に
示
す
村
づ
く
り

の
設
計
図
で
す
。
第
５
次
と
な
る
今
回

の
計
画
は
、
平
成
27
年
度
～
平
成
36
年

度
が
計
画
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
計
画
の
中
に
は
、
村
の
将
来
を
見
通

し
た
行
財
政
運
営
や
住
民
生
活
の
向

上
、
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
、
ま
た
住

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
の
指
針
が
記
さ
れ
ま
す
。

◆
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
検
証
を

　
新
た
な
計
画
策
定
の
前
に
、
ま
ず
こ

れ
ま
で
の
10
年
間
を
振
り
返
り
、
検
証

し
な
け
れ
ば
前
に
進
め
ま
せ
ん
。

　
第
４
次
総
合
計
画
「
吉
野
川
源
流
物

語
～
第
２
幕
～
」
に
つ
い
て
、
様
々
な

角
度
か
ら
客
観
的
な
数
値
を
用
い
て
、

　
川
上
村
の
長
期
的
な
村
づ
く
り
計
画
を
検
討
す
る
「
川
上
村
総
合
計
画
策
定
審

議
会
」
が
３
月
31
日
に
役
場
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
、
村
内
の
各
団
体
の
代
表
や

地
域
づ
く
り
団
体
の
代
表
な
ど
10
名
の
委
員
が
村
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
審
議
を

重
ね
ま
し
た
。

川
上
村
の
未
来
を
切
り
開
く

「
川
上
村
新
総
合
計
画
」

　
　
　
　
策
定
審
議
会
を
開
催

第４次川上村総合計画
吉野川源流物語～第２幕～



9

広　報　　　　　　　　　　　　APRIL2014かわかみ

　
本
年
11
月
16
日
（
日
）
、
通
例
で
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席

の
も
と
、
お
お
た
き
龍
神
湖
に
お
い
て
放
流
・
歓
迎
行
事
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
吉
野
川
源
流
の
地
で
大
役
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
村
民
の
皆
さ
ま

と
一
緒
に
大
会
の
成
功
に
向
け
、
村
内
関
係
団
体
で
実
行
委
員
会
を

設
立
し
、
準
備
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
参
加

で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
と
海
や
湖
沼
・
河
川
の
環
境
保
全
の
大

切
さ
を
広
く
国
民
に
訴
え
、
漁
業
の
振
興
と
発
展
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
に
昭
和
56
年
第
１

回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
は
大
会
式
典
と
放
流
・
歓
迎
行

事
、
関
連
行
事
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
、
大
淀
町
あ
ら
か
し
ホ
ー

ル
で
大
会
式
典
を
、
川
上
村
お
お
た
き

龍
神
湖
で
放
流
・
歓
迎
行
事
を
、
橿
原

ま
ほ
ろ
ば
キ
ッ
チ
ン
と
五
條
市
河
川
敷

で
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
奈
良
県
の
県
魚
で
あ
る
、
ア
ユ
と
ア

マ
ゴ
を
放
流
し
ま
す
。
ア
ユ
は
卵
を

も
っ
た
親
ア
ユ
を
放
流
し
、
産
卵
し
稚

魚
と
な
っ
て
育
ち
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
大
会
当
日
の
放
流
・

歓
迎
行
事
は
全
国
か
ら
の
招
待
者
と
大

会
関
係
者
の
み
が
参
加
し
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
は
、
当
日
は
沿
道
で

の
お
出
迎
え
、
大
会
ま
で
は
植
栽
に
よ

る
お
も
て
な
し
環
境
づ
く
り
、
日
帰
り

環
境
学
習
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

参
加
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
細
は
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
地
域
振
興
課

　
　

（
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
推
進
室
）

℡

５
２
・
０
１
１
１

第34回全国豊かな海づくり大会～やまと～通信 No.1
～ゆたかなる森がはぐくむ川と海～

第34回全国豊かな海づくり大会～やまと～の１年前
プレイベント（去年11月のなんゆう祭）での記念放流

おおたき龍神湖での
カヌー教室

「
海
づ
く
り
大
会
と
は
？
」

　大会行事の一環として、大会の開催意義や山・川・海の恵み、環境保全

の大切さ等を広く理解してもらうために作品コンクールを実施します。

募集内容及び対象者

作　　　文　奈良県内の小・中・高等学校及び特別支援学校の児童生徒

絵画・習字　奈良県内の小・中学校及び特別支援学校の児童・生徒

募 集 期 間　平成26年４月１日（火）～６月２日（月）※当日消印有効

※詳しくは、大会HPをご覧ください。

http://www.pref.nara.jp/30389.htm

入賞者は、第34回全国豊かな海づくり大会～やまと～の

式典行事において表彰します。

作文・絵画・習字などの作品を募集します！

「
大
会
っ
て
何
を
す
る
の
？
」

「
私
た
ち
も
参
加
で
き
る
の
？
」

「
何
を
放
流
す
る
の
？
」
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○
学
校
の
人
事
異
動

　
今
年
の
人
事
異
動
は
、
次
の
３
点
に

配
慮
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

１
　
将
来
に
向
け
て
の
川
上
村
教
育
の

継
承

２
　
職
員
室
内
の
教
育
熟
練
者
と
若
手

の
調
和
や
男
女
の
比
率

３
　
力
量
あ
る
教
員
の
管
理
職
登
用

　
そ
の
結
果
、
小
学
校
と
中
学
校
に
そ

れ
ぞ
れ
大
学
新
卒
の
教
員
を
２
名
ず
つ

配
置
。
さ
ら
に
、
小
学
校
に
は
35
歳
の

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
中
堅
男
性
教
員
を
、

中
学
校
に
は
女
性
の
音
楽
の
熟
練
教
員

を
配
置
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
管
理
職
へ
の
昇
任
の
補
強
と

し
て
、
小
学
校
に
は
熟
練
教
頭
を
、
中

学
校
に
は
新
進
気
鋭
の
新
教
頭
を
登
用

し
て
内
部
の
調
和
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
人
事
異
動
で
嬉
し
か
っ
た
の

は
、
新
採
用
時
を
含
め
、
複
数
回
川
上

村
の
教
育
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
た
二

人
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
校
長
、
教
頭
に

登
用
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
二
人
と
も
常
に
子
ど
も
と
と
も
に
あ

り
、
真
摯
に
教
育
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
新
た
な
任
地
で
の
ご
健
闘
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

○
新
年
度
を
迎
え
て

　
梅
、
椿
、
山
桃
、
桜
と
、
杉
・
桧
に

彩
り
を
添
え
る
花
々
が
咲
き
誇
り
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
季
節
。
長
く
て
厳

し
い
冬
が
終
わ
り
、
暖
か
く
て
活
動
す

る
に
は
快
適
な
季
節
を
迎
え
て
新
し
い

年
度
が
出
発
す
る
の
は
、
長
年
に
わ
た

る
日
本
の
春
の
風
物
詩
で
す
。
自
然
界

の
動
き
と
人
間
の
心
の
躍
動
が
呼
応
す

る
春
に
一
年
の
出
発
が
設
定
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

  

３
月
号
は
お
休
み
を
い
た
だ
き
失
礼

し
ま
し
た
が
、
教
育
長
通
信
も
今
月
号

か
ら
再
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
愛
読

く
だ
さ
い
。

○
卒
業
生
と
入
学
生

　
３
月
に
８
名
の
小
学
生
と
同
数
の
中

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
を
巣
立
ち

ま
し
た
。
４
月
に
は
、
川
上
小
学
校
に

５
名
の
小
学
一
年
生
、
川
上
中
学
校
に

７
名
の
中
学
一
年
生
が
入
学
し
て
、
小

学
生
23
名
、
中
学
生
14
名
の
新
し
い
年

度
が
出
発
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
の
卒
業
生
８
名
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
志
望
し
た
公
立
高
等
学
校
に

全
員
が
合
格
を
果
た
し
、
新
し
く
始
ま

る
高
等
学
校
で
の
学
習
や
生
活
に
大
い

に
夢
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

教
育
か
わ
か
み

第
15
回

教
育
長
通
信

４
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

７
㈪

離
着
任
式
・
始
業
式

８
㈫

入
学
式

９
㈬

入
学
式

10
㈭

給

食

開

始

11
㈮

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

14
㈪

家

庭

訪

問

新
入
生
テ
ス
ト

15
㈫

家

庭

訪

問

16
㈬

修
学
旅
行

17
㈭

　
　

↓

18
㈮

　
　

↓

19
㈯

　
　

↓

21
㈪

村
放
流
事
業
参
加

22
㈫

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

小
６
・
中
３

24
㈭

授
業
参
観

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

28
㈪

創

立

記

念

日

29
㈷

昭

和

の

日

30
㈬

さ
く
ら
通
り

草
引
き
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改修された教室は、とても使いやすくてきれいです。

　昨年の11月24日に、火災により３つの教室が大きな被害をうけました。廊下、階段、２階教室も

黒いススを被ってしまいました。

　その後、村当局と設計・施工業者の方々のご尽力により、改修工事が急ピッチで進められてきま

した。そして、３年生教室だけでも完成させて卒業式を迎えさせたいという願いをかなえていただ

きました。２月28日に村長様、副村長様に、ほぼ完成した教室を見ていただきました。３月４日か

ら３年生は完成した教室で学習をすることができました。

　川上村の木材をふんだんに使った床、壁、机、椅子など生徒たちはびっくりし、感謝の気持ちで

いっぱいです。関係者の皆様方には、心から感謝申し上げます。　　　　　　　　（校長　今西）

　教科書の図も簡単にスク

リーンに映して授業できま

す。先生や生徒に好評。

④プロジェクターと

　　　書画カメラを設置

　断熱や防音に優れます。

⑤窓は二重サッシ

今 、 学 校 で

　３月４日、完成した３年教室で。

教室の紹介を兼ねての全校朝会

　暖まるのがとても速い。

⑥エアコンは寒冷地仕様

　粉受けの掃除が簡単。

⑦黒板取付式クリーナー

　蛍光灯に、ちらつきがなく

明るいHF管を使用。

①明るい照明

　川上産の無地の桧を使用。

②木製の机と椅子

　壁はフローリング加工の杉

板の目透かし張り。

　床はフローリング加工の桧

板。いずれも無地の川上産材

を使用。

③木製の床と壁

改修された教室は、とても使いやすくてきれいです。
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創
作
劇
「
高
原
の
お
は
な
し
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
上
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
創
作
劇
「
高
原
の
お
は
な
し
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
上
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

「
川
上
村
に
粋
な
居
場
所
、

作
り
ま
せ
ん
か
？
」

　
広
報
１
月
号
で
「
川
上
村
に
粋
な
場

を
創
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
仮
）」
を

紹
介
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
〝
川
上
の
モ
ノ
で
楽
し

む
〟
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
月
１
回
開

催
。
地
域
の
方
と
村
外
か
ら
来
た
人
が

交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を
考
え
た
り
、

役
場
と
協
力
し
て
住
ま
い
る
ネ
ッ
ト

（
空
家
バ
ン
ク
）
の
強
化
に
取
り
組
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
活
動
に
加

え
、
空
家
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
（
人
が
集
ま
り
交
流
す
る
場

　
共
存
の
森
関
西
は
４
年
ほ
ど
前
か
ら

高
原
地
区
で
活
動
し
て
い
る
学
生
団
体

で
、
区
の
こ
と
を
細
か
く
調
べ
地
元
の

人
か
ら
昔
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
な
ど

し
て
、
地
域
の
暮
ら
し
の
変
化
や
地
区

が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
「
自
分

た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
こ

と
を
学
習
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
創
作
劇
は
３
部
作
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
高
原
で
は
こ
ん
な
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案

を
劇
で
上
手
く
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
白
地
図
に
住
ん
で
い
る

方
の
人
数
で
塗
り
分
け
た
「
人
口
マ
ッ

プ
」
で
特
徴
を
説
明
し
た
り
、
「
水
」

「
道
」
「
お
祭
り
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ

ご
と
の
暮
ら
し
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と

め
た
作
品
を
展
示
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
発
表
し
て
い
ま
し

た
。

　
発
表
後
、
住
民
の
方
に
感
想
を
聞
く

と
細
か
い
所
ま
で
、
良
く
調
べ
て
あ
っ

た
。
今
度
劇
を
す
る
と
き
は
地
元
の
言

葉
で
発
表
し
て
欲
し
い
。
と
い
っ
て
い

ま
し
た
。

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

所
）
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
「
ど
う
い
っ
た
交
流
の
場
が

欲
し
い
か
」
を
考
え
る
た
め
に
、
空
家

の
活
用
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
様
々
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
場
を
設
け
、

場
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
と
一
緒
に

交
流
の
場
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
情
報
は
広
報
紙
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

（
村
上
　
航
）

古瓦で調理用ストーブを作る
イベントなどを開催

白地図には色んな情報がイッパイ

空家活用に関する話し合いをした
参加者の皆さんと一緒に撮影

　
３
月
15
日
に
高
原
区
集
会
所
に
て
、
共
存
の
森
関
西
と
い
う
学
生
グ
ル
ー
プ
が

高
原
の
昔
話
を
元
に
し
た
創
作
劇
を
行
い
ま
し
た
。
上
演
後
は
、
地
元
の
人
や
劇

を
観
覧
し
に
来
た
人
達
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
人
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る
会
を
作

り
た
い
と
考
え
て
劇
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
様
々
な
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、

お
越
し
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
良

か
っ
た
と
い
う
言
葉
を
頂
け
た
こ
と

が
本
当
に
有
難
く
、
こ
う
し
た
会
を

よ
り
多
く
の
人
と
作
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

共
存
の
森
関
西

代
表
　
神
保
　
大
樹

　
創
作
劇
「
高
原
の
お
は
な
し
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
上
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
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去
る
３
月
12
日
、
森
と
水
の
源
流
館

主
催
の
第
５
回
吉
野
川
紀
の
川
流
域
学

習
会
「
し
ら
す
漁
と
黒
潮
市
場
を
訪
ね

る
。
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
参
加
者
45
名
は
大
型
観
光
バ
ス
で
和

歌
山
浦
港
県
立
わ
か
や
ま
館
に
訪
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
和
歌
浦
漁
業
協
同
組

合
理
事
を
さ
れ
て
い
る
現
役
漁
師
の
高

井
宏
さ
ん
か
ら
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。

　
和
歌
浦
で
捕
れ
る
し
ら
す
魚
は
全
国

で
一
番
白
い
透
明
感
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
、
大
阪
港
や
兵
庫
県
で

も
し
ら
す
は
捕
れ
る
が
、
透
明
感
が
弱

い
そ
う
で
す
。
透
明
感
が
良
い
の
は
、

此
の
和
歌
浦
港
に
流
入
す
る
紀
の
川
や

吉
野
川
、
さ
ら
に
は
源
流
か
ら
流
れ
る

水
が
汚
染
さ
れ
ず
保
た
れ
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ウ

ン
ウ
ン
と
頷
い
て
納
得
す
る
話
し
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
村
が
水
源
を
守
る
た
め
に
原
生
林
の

保
全
や
雑
排
水
を
河
川
に
流
さ
な
い
た

め
の
努
力
が
実
を
結
ん
で
い
る
事
も
実

感
し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
し
ら
す
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
幼
魚

　
４
月
か
ら
町
立
大
淀
病
院
よ
り
整
形

外
科
の
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
診
察
日
は
毎
月
第
３
金
曜
日
に
な
り

ま
す
。

（
整
形
外
科
以
外
は
診
察
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
）

　
ま
た
、
４
月
～
６
月
の
そ
の
他
の
金

曜
日
は
、
県
立
五
條
病
院
の
内
科
医
師

が
診
察
を
行
い
ま
す
。

　
月
曜
日
～
木
曜
日
は
通
常
通
り
診
察

を
行
い
ま
す
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
※
休
診
等
の
際
に
は
随
時
防
災
無

線
に
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
川

上
診
療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

川
上
診
療
所

℡

５
２
・
０
３
４
４

で
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
２
ヶ
月
間
産
卵

し
続
け
る
の
で
、
し
ら
す
漁
は
半
年
続

き
ま
す
。
尾
上
さ
ん
や
参
加
者
か
ら
は

気
楽
な
質
問
が
出
さ
れ
、
高
井
さ
ん
か

ら
は
漁
師
と
し
て
の
苦
労
話
や
そ
の
反

面
の
楽
し
さ
が
あ
る
な
ど
、
し
ら
す
魚

現
役
漁
師
の
知
識
を
交
え
、
色
ん
な
話

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
と
れ
と
れ
市
場
、
黒

マ
グ
ロ
の
解
体
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
せ
せ
り
身
を
試
食
し
た
り
し
ま
し

た
。
帰
る
前
に
は
各
自
で
黒
マ
グ
ロ
や

海
の
幸
な
ど
の
お
土
産
を
買
っ
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
村

づ
く
り
研
修
が
一
体
と
な
っ
た
事
業
と

し
て
参
加
者
一
同
大
変
良
い
研
修
が
出

来
た
と
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
村
を
挙
げ
た
三
大
イ
ベ
ン
ト

事
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
無
事
成

功
さ
せ
る
為
に
も
、
村
民
が
勇
ん
で
参

加
で
き
る
よ
う
な
事
業
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
Ｓ
・
Ｓ

　
４
月
よ
り
川
上
診
療
所
の
医
師
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
朴
英
哲

（
ぼ
く
え
い
て
つ
）
で
す
。
大
阪
で
は

泌
尿
器
科
・
内
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
還
暦
を
機
に
多
忙
な

都
市
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
後
輩
に
譲
り
、

こ
の
地
で
じ
っ
く
り
と
本
当
の
医
療
を

見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

13

朴　英哲 先生

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
　
　
　
　
　

～
整
形
外
科
を
開
設
し
ま
す
～
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不妊治療・不育治療の助成をはじめます不妊治療・不育治療の助成をはじめます不妊治療・不育治療の助成をはじめます
○不妊治療・不育治療の助成をはじめます。

　不妊治療・不育治療には精神的にも経済的にも大きな負担が伴います。子どもを望む夫婦が安心して

治療を受けることができるよう費用の一部を助成します。

　＊助成の対象となる条件や申請書類等の詳細についてはお問い合わせください。

【問い合わせ先】住民福祉課　℡ ５２－０１１１

対象治療 該　当　要　件 助　　成　　内　　容

特定不妊

治　　療

奈良県の助成を

受けている方

・要した保険外費用のうち、奈良県

から受けた助成額を控除した額に

ついて１回の治療につき１／２

・１回につき上限20万円

奈良県の助成を

受けていない方

・要した保険外費用のうち、１回の

治療につき１／２

・１回につき上限20万円

一般不妊

治　　療
保険適用・適用外の

一般不妊治療、不育治療

・自己負担額の１／２

・１組につき上限10万円

・通算５年まで

不育治療

・自己負担額の１／２

・１組につき上限20万円

・通算５年まで

高
血
圧
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　
血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
の
中
を
通

る
と
き
、
血
管
に
か
か
る
圧
力
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
高
血
圧
と
は
血
管
に
強

い
力
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
で
す
。

高
い
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
が
続

く
と
、
血
管
に
常
に
刺
激
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
、
傷
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が

問
題
と
な
り
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
血

管
が
ど
ん
ど
ん
硬
く
な
る
動
脈
硬
化
に

な
り
、
さ
ら
に
は
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
腎
臓
に
は
血
管
が
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
腎
臓
の
働
き
も

悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
腎

臓
は
一
度
悪
く
な
る
と
元
に
は
戻
り
ま

せ
ん
。

　
血
管
や
心
臓
・
腎
臓
な
ど
を
守
る
た

め
に
も
、
日
常
生
活
で
高
血
圧
の
リ
ス

ク
を
減
ら
し
、
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
塩
分
を
減
ら
す
工
夫
」

①
麺
類
は
汁
を
の
こ
す

②
汁
物
は
具
だ
く
さ
ん
に
（
野
菜
の
量

を
多
く
す
る
と
さ
ら
に
効
果
が
あ
り

ま
す
）

③
香
辛
料
や
酸
味
を
利
用

④
ソ
ー
ス
や
し
ょ
う
油
は
「
か
け
て
食

べ
る
」
よ
り
「
つ
け
て
食
べ
る
」

⑤
う
ま
み
を
生
か
す
（
昆
布
や
か
つ
お

ぶ
し
で
だ
し
を
取
る
）

⑥
漬
物
は
し
ょ
う
油
を
つ
け
ず
そ
の
ま

ま
で

な
ど
の
工
夫
を
取
り
入
れ
る
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
せ
っ
か
く
薄
味
に
し
て

も
、
食
べ
る
量
が
多
く
て
は
、
結
果
的

に
塩
分
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
腹
八
分

目
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
日
の
健
康
管
理
と
し
て
家

庭
で
も
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

に
加
え
て
、
定
期
的
に
村
の
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
、
血
圧
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
身
の
健
康
状
態
が
チ
ェ
ッ
ク
で

き
ま
す
。
今
こ
の
瞬
間
も
血
圧
や
健
康

状
態
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
一
度
、

自
分
の
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



15

広　報　　　　　　　　　　　　APRIL2014かわかみ

　子どもや妊娠前の女性とその配偶者の任意予防接種と抗体検査への助成制度があります。

いずれも接種・検査時に村に住民登録がある方が対象となります。

対　　象　　者 種　　類 接種回数

１歳以上15歳未満の子ども
おたふくかぜ

水　痘
２回

生後２か月以上就学前の子ども（ただし、Ｂ型肝炎母子感染予

防事業対象者を除く）
Ｂ型肝炎 ３回

ワクチンごとに定められている期間に接種した子ども ロ　タ
ワクチンによって

異なります

６ヶ月以上就学前の子ども

インフルエンザ

年度２回まで

妊娠している女性 妊娠期間中に１回

妊娠を予定又は希望している女性及びその配偶者
風　疹

水　痘

抗体検査１回及び

予防接種１回

＜申請の方法＞

　　下記１～４をお持ちになり、役場住民福祉課へお越しください。

１、領収証

２、ワクチンや検査の種類が証明できるもの（乳幼児の場合は母子健康手帳）

３、印鑑

４、助成金の振込希望先の口座番号がわかるもの

【問い合わせ先】役場住民福祉課 保健師　℡ ５２－０１１１

任意予防接種には助成制度があります

４
月
16
日
（
水
）

ニ
コ
ニ
コ

マ
ザ
ー
ル
ー
ム

４
月
23
日
（
水
）

羽
山
先
生
と
お
話
し
し
よ
う

「
子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡ 

５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡ 

５
２
・
０
１
１
１

の

び

っ

子

広

場

と
　
き
　
平
成
26
年
５
月
18
日（
日
）

と
こ
ろ

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
５
階
　
大
会
議
室

参
加
費
　
無
料
　
※
申
し
込
み
不
要

《
講
演
》

◆
関
節
リ
ウ
マ
チ
診
療
の
現
在
そ
し

て
未
来

　
藤
本
　
隆
先
生
（
県
立
医
大
付
属
病
院
）

◆
肩
・
肘
・
手
関
節

　
　
　
リ
ウ
マ
チ
手
術
療
法

　
仲
川
喜
之
先
生（
宇
陀
市
立
病
院
）

相
談
会

講
演
の
先
生
に
よ
る
療
養
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
日
本
リ
ウ
マ
チ

　
　

友
の
会
奈
良
支
部
（
井
上
方
）

℡

０
７
４
４
・
２
３
・
１
９
２
９

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・

　
　
　
　
　
　
相
談
会
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

森と水の源流館

■吉野川紀の川しらべ隊
　「身近なコケをしらべよう」
と　き　平成26年５月６日（火・振休）

13：00～16：30

定　員　20名　　　対　象　小学生～

参加費　500円（無料）／川上小中学校在校生無料

※集合・解散は森と水の源流館

蘚苔類や地衣類の観察と、周辺環境を

調べます。

■源流学の森づくり（ボランティア）
と　き　平成26年６月８日（日）９：00～17：00

対　象　小学５年生～

参加費　無料

※集合・解散は森と水の源流館

20年ほど前に伐採された源流の森を再生

するために、木を伐ったり、草を刈った

り、作業道を補修したりします。

（　　　）内は源流人会会員割引価格になります 

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ

★こあじさい＆白屋岳ハイキング
　梅雨時期にひっそりと咲く薄紫色のかわいいこ

あじさいの花。360゜見渡す限りこあじさいが咲

いているスポットへご案内。その後は標高1,177ｍ

の白屋岳まで登りましょう。

と　き　平成26年６月21日（土）　　　　

ところ　ホテル杉の湯　10時集合

定　員　30名（小学４年生以上）

参加費　大人 1,500円　　小人 500円　　

締　切　開催日の１ヶ月前（※締切を過ぎても参

加可能な回もございますのでお問い合わ

せ下さい）

《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》

匠　　の　　聚

　４月下旬ごろ芝桜が見ごろを迎えます！

　美味しいコーヒーがありますので、ぜひご来館

ください。

●匠の聚アートフェスティバル2014
と　き　平成26年５月３日（土・祝）～５月６日

（火・振休）　各日10：00～17：00

　「おとなもこどもも楽しめる」アート体験が満

載。森のアトリエに暮らすアーティストたちと一

緒に素敵な休日をお過ごしください。陶芸体験や

織物体験、木工クラフトやライブペイントなど楽

しいワークショップをたくさん企画しています。

●匠と創る！文化講座
　 「手織りの愉しみ」受講生募集！
　　　　　　　　　　　　講師／栗生直子

　足踏み本格織り機を使って、ストールやテーブ

ルセンター、マフラーなどをつくります。

と　き

平成26年４月10日（木）･12日（土）･13日（日）

５月１日（木）･８日（木）･10日（土）･11日（日）

●各日匠の聚アトリエで開催！

【半日コース】①10：00～12：00

②13：00～15：00

受講料3,000円（税込）＋材料費

【１日コース】10：00～15：00

　　　　　　　受講料6,000円（税込）＋材料費

※お申し込みは希望日の２日前までに匠の聚まで

ご連絡ください。目安として、半日でテーブル

センターや小さなタペストリー、１日でストー

ルやマフラーなどが織れます。

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》

ふるさと市開催日

５月３日・４日・５日・６日・10日・11日・17日・

18日・24日・25日・31日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

川上村内の風景・行事・自然・歴史などいろんな情報を日替わりで発信しています。 

是非ご覧になって下さいね！

ＱＲコードを読み取って

携帯電話で 「かわかみブログ」 にアクセスしよう！

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/



17

広　報　　　　　　　　　　　　APRIL2014かわかみ

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

５

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

４

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

「子ども読書の日」にちなみ、おはなし会を開催します。おはなし隊もやってきますよ。みなさんご参加くださいね！

と　き　平成26年4月23日（水）15時から　　ところ　やまぶきホールホワイエ（変更あり）

おはなし会の前にキャラバンカーの見学をしていただきます。

「４月23日は子ども読書の日」

「おばあちゃんが、ぼけた。」

「ふしぎの国のアリスの算数パズル」

「精霊の守り人」

村瀬孝生 著　100％ORANGE 装画・挿画　イースト・プレス

山崎直美 著・訳　　さ・え・ら書房

上橋菜穂子 作　二木真希子 絵

偕成社

　老人通所施設の若き所長による、笑い、泣

かずにはいられない仰天レポートの数々。

　「年をとる」とはどういうことか。「ぼけ

た」お年寄りたちに日々振り回されることで

見えてくる、人間の最大限の不思議とどうし

ようもない魅力。

　「１日に１分ずつ遅れる時計と、止まっ

て動かない時計とは、どちらがより正確だ

ろう？」ルイス・キャロル作「ふしぎの国

のアリス」をもとにストーリーに沿った算

数パズルが出されます。

　数学者でもあったルイス・キャロル。頭

の体操にどうぞ。

　４月23日は子ども読書の日。大人の皆さんも、この機会に児

童書コーナーを覗いてみてください。

　子ども向けと銘打っていても、あなどれない本がたくさんあ

りますよ。

　100年に一度卵を産む精霊に卵を産み

つけられ、「精霊の守り人」としての運

命を背負わされた王子チャグム。

　母妃からチャグムを託された女用心棒

バルサは、彼を守って

逃げることになるのだ

が… 

　このバルサ、なんと

30歳。大人の女性が主

人公の、名作ファンタ

ジーの第１弾です。

「児童書コーナーより」

【一般書】

煮物炊合せ便利帳　　　　　　　　　　　　　　　　　中西　彬　著／柴田書店

立身いたしたく候　　　　　　　　　　　　　　　　梶　よう子　著／講談社

美雪晴れ　－みをつくし料理帖〔９〕－（ハルキ文庫　た19－11　時代小説文庫）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田　郁　著／角川春樹事務所

家が動く！曳家の仕事　　　　　　　　　　　　　日本曳家協会　編／南風舎

未来を拓く地域づくり－楽しく実践する12のヒント－　福島明美　著／かもがわ出版

【児童書】

むすんでひらいて　　　　　　　　　　　　　　新井洋行　構成・絵／瑞雲舎

かぐや姫の物語（徳間アニメ絵本34）

　　　　　　　　　　　高畑　勲　原案・脚本・監督／坂口理子　脚本／徳間書店　

うさぎじまのうさぎちゃん　福田幸広　しゃしん／ゆうきえつこ　ぶん／小学館

あみだだだ（日本傑作絵本シリーズ）

　　　　　　　　　谷川俊太郎　ぶん／元永定正　え／中辻悦子　構成／福音館書店
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みんなで考えよう！川上村の環境
その46　＜「川上宣言」の実現に向けて＞

川遊びの様子（昔の川）大滝

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２ ．自慢の種と調和する快適・安全な環境を

育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４ ．地球環境に対する人類の働きかけの素晴

らしい見本となることをめざします。

　合併処理浄化槽を設置する際、補助制度があり

ます。補助金を活用される場合は、予算に限りが

ありますので必ず事前に役場生活環境課までご連

絡ください。

浄化槽の設置に補助金！

○補助の対象　村内に住所を有する者で、自己の居住用に供する住宅に設置されている浄化槽を

適正に維持管理している者。

○補助金の額　単独浄化槽（全ての人槽） 6,500円

　　　　　　　合併浄化槽（50人槽未満）14,000円

※適正な維持管理とは、保守点検・清掃・法定検査の３つをいう。

　補助金交付条件については、広報折込みをご覧ください。

【問い合わせ先】

　　役場生活環境課　℡ ５２－０１１１

浄化槽維持管理費に補助金を交付します。

　村は、紀の川・吉野川の源流に位置し、下流にかけがえのない水を供給する非常に重要な役割

を担っていることから、水源地としての自然環境を守ることを積極的に果たしていく使命として

「川上宣言」を決意し、自然と共生する地域をめざして「水源地のむらづくり」に取り組んでい

ます。

　補助金は、浄化槽が吉野川の水質汚濁を防止するうえで大変重要な役割となることから、適正

な維持管理を推進する目的で交付します。

≪補助金を交付する目的≫

―相互の連携を図りつつ吉野川の水質（景観）を守りましょう！―
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年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！
　犬の所有者は、狂犬病予防法により年１回の狂犬病予防注射が義務となっています。

　平成26年度集合狂犬病予防注射を実施します。最寄の会場で接種させてください。

日　程

料　金

　１頭につき3,200円　　※おつりの無いように、ご用意ください。

　（注射手数料　2,650円＋注射済票交付手数料　550円）

　新たに犬を飼った場合や、登録手続きを行っていない場合は、上記料金の他に登録手数料として

3,000円が必要です。

注意事項

◆生後90日未満の犬は接種できません。

◆郵送されたハガキを持参してください。※平成26年３月１日現在台帳登録者に送付。

◆犬を日常飼育していて、犬を押さえられる人が連れてきてください。

◆糞
ふん

の後始末は飼い主が必ずしてください。

◆犬の首輪は抜けないようにし、手綱は短く持ってください。

◆犬の健康状態によっては、接種をお断りすることもあります。あらかじめご了承ください。

【問い合わせ先】役場生活環境課　℡ ５２－０１１１

時　間 実施場所

９：50～10：00 武木公民館前

10：20～10：30 井光神社前

10：50～11：00 入之波公民館前

11：20～11：30 柏木消防団詰所前

13：00～13：15 ふれあいセンター前（北和田）

13：30～13：40 枌尾（中彰様駐車場）

14：00～14：15 役場玄関前（迫）

平成26年４月16日（水）

時　間 実施場所

９：45～10：00 東川公民館前

10：20～10：35 大滝消防団詰所前

10：45～10：50 寺尾公民館前

11：05～11：15 高原ロータリー

11：30～11：35 井戸ロータリー

11：45～12：00 役場玄関前（迫）

平成26年４月17日（木）

こんな時は届出を!!

　新たに犬を飼うときや登録内容に変更があったとき、犬が死亡したときは村への届出が必要です。

　これらの届出は犬の登録状況を正確に把握するために必要なものです。ご協力をお願いします。

◆新たに犬を飼ったとき　　　◆飼い犬が死亡したとき

◆飼い主の住所が変わったとき（村外に転出の場合は、転出先の市町村に届け出てください）

◆犬の所在地が変わったとき　◆鑑札を紛失してしまったとき

奈良県のPM2.5情報をメールマガジンで配信します！

【問い合わせ先】

奈良県環境政策課　℡ ０７４２－２７－８７３４

　奈良県では、微小粒子状物質（ＰＭ 2.5）について、メールマガジンで注意喚起情報をお知らせします。

　受信を希望する方は、奈良県の環境情報サイト「エコなら」（http://www.eco.pref.nara.jp/index.

html）、または、ＱＲコード（右下）から登録できます。
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残しておきたい川上村の山言葉　其の五十二

「モトキリノコ（元伐鋸）」�60～70年生の木を伐採する時に使うノコギリ。

刃の長さが１尺６寸～８寸（約50～55㎝）。

※川上村の方言の意味、使い方などについてのご意見をお待ちしています。

森と水の源流館だより

TEL�52-0888　FAX�52-0388（水曜休館）

April, 2014　vol.136
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て
、
い

つ
ま
で
も
下
流
に
き
れ
い
な
水
を
届
け

て
い
け
る
水
源
地
の
森
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
の
水
源
地
の
森
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【問い合わせ先】

役場総務税務課　℡ ５２－０１１１

村税や保険料など
口座振替キャンペーン！口座振替キャンペーン！
村税や保険料など
口座振替キャンペーン！

村税や保険料など村税や保険料など村税や保険料など村税や保険料など
口座振替キャンペーン！口座振替キャンペーン！口座振替キャンペーン！口座振替キャンペーン！

【対象となる税目】

村県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保

険税、介護保険料、後期高齢者保険料

【講座振替申込方法】

役場窓口に備え付けの用紙に必要事項を記入し、

通帳印を押印のうえ、金融機関（南都銀行・奈良

県農協・郵貯銀行）へお申し込みください。

平成27年２月13日（金）までに

口座振替の登録をいただいた方から抽選で

30名様に（すでに登録済みの方も含む）

固定資産税縦
じゅう

覧
らん

期間がはじまりました

ホテル杉の湯商品券1,000円券を
プレゼント！

　固定資産税縦覧制度は、納税者の皆さんが土地や家屋の評価額を比較検討し、自らの土地や家屋の評

価額の適正さを判断していただく制度です。

　この制度では、固定資産税納税者が「自己の土地または家屋の価格」と「村内のほかの土地または家

屋の価格」との比較ができるよう記載帳簿（所有者、課税標準額、税額などは除く）を自由に閲覧・確

認することができます。

縦覧できる方　固定資産税【土地・家屋】の納税者

固定資産税の納税者と同居の親族

固定資産税の納税者の代理人　※委任状の提示が必要

借地人、間借人　※権利関係を示す書類が必要

縦覧できる帳簿　土地価格等縦覧帳簿【所在・番地・地目・地積・価格】

家屋価格等縦覧帳簿【所在・家屋番号・種類・構造・床面積・価格】

手　　数　　料　無料

持　　ち　　物　納税通知書、本人確認ができる書類（運転免許証等）

【問い合わせ先】川上村役場総務税務課（固定資産税係）　℡ ５２－０１１１

縦 覧 期 間 平成26年４月１日（火）～４月30日（水）まで

※土・日曜日、祝日を除く

縦 覧 時 間 ９：00～17：15

縦 覧 場 所 川上村役場　総務税務課

軽自動車税の納期限は４月 30 日（水）
自動車税の納期限は６月 ２ 日（月）

　軽自動車税・自動車税は、毎年４月１日現在の所

有者に課税され、納税通知書が皆さんに発送されま

す。それぞれの納期限までに納付してください。

　自動車税については金融機関や県税事務所の窓口

だけでなく、コンビニやペイジー、クレジットカー

ドでも納付ができます。詳細につきましては、納税

通知書に同封のチラシをご覧ください。

　県内で住所を変更された方または他都道府県から

転入された方で県外ナンバーの車をお持ちの方は、

運輸支局ですみやかに変更登録手続きをして下さい。

　ただし、原付バイクなどは役場窓口で変更登録手

続を行いますのでご注意ください。

【問い合わせ先】 

《自動車税に関すること》

奈良県自動車税事務所

　　　　　　　　℡ ０７４３－５１－００８１

夜間相談窓口

　　５月７日～５月９日　　17：15 ～ 18：15

《軽自動車税に関すること》

役場総務税務課　℡ ５２－０１１１
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◎募集住宅の概要

所 在 地　　川上村大字東川428

住 宅 名　　東川高佐村営住宅　第１号

建 設 年 度　　平成６年

募 集 戸 数　　１戸

構　　　　造　　木造２階建 ３LDK

家　　　　賃　　収入に応じて決定

（15,800円～40,000円まで）

申込受付期間　　平成26年４月10日（木）～25日（金）

８時30分～17時15分

※土・日を除く

入居可能時期　　平成26年５月上旬頃

　申込資格や必要書類等、詳細は役場 林業建設課まで

お問い合わせ下さい。

○こまどりケーブルの加入について

　入居決定された方は、こまどりケーブルへ申し込まなければテレビは視聴できません。

　また、加入権・接続工事費（約20,000円）は入居者負担となります。

【問い合わせ先】役場林業建設課　℡ ５２－０１１１

村営住宅 入居者募集

１ 階

２ 階

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除

申
請
が
で
き
る
期
間
は
、
申
請
時
点
の

直
前
の
７
月
（
学
生
納
付
特
例
は
４

月
）
ま
で
で
し
た
。
平
成
26
年
４
月
か

ら
は
過
去
２
年
（
２
年
１
カ
月
前
）
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
（
学
生
納
付
特
例
も

同
様
で
す
）

●
法
廷
免
除
期
間
の
保
険
料
が
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
は
、
法
廷
免
除
を
受
け
て

い
る
方
が
保
険
料
を
納
め
る
と
き
は
、

保
険
料
後
払
い
の
み
可
能
で
し
た
。
平

成
26
年
４
月
か
ら
は
、
法
廷
免
除
期
間

の
う
ち
ご
本
人
が
申
し
出
た
期
間
は
、

国
民
年
金
保
険
料
を
通
常
ど
お
り
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

●
付
加
保
険
料
も
２
年
間
納
付
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
は
、
付
加
保
険
料
は
納
期

限
（
翌
月
末
）
ま
で
に
納
め
な
け
れ

ば
、
自
動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
取
扱
い
で
し
た
。
平
成
26
年
４

月
か
ら
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同
様

に
、
付
加
保
険
料
も
納
付
期
限
か
ら
２

年
間
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
本
人
通
知
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
代
理
人
な
ど
に

交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
て
お

け
ば
交
付
し
た
こ
と
を
本
人
に
通
知
す

る
も
の
で
す
。
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の

権
利
の
侵
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

◇
登
録
で
き
る
方
　

　
川
上
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方
、
戸
籍
に
記
載
ま
た
は
記

録
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

◇
登
録
に
必
要
な
も
の
　

　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ド
な
ど
）

※
委
任
状
に
よ
る
代
理
人
申
請
や
郵
便

申
請
も
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

本
人
通
知
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

平
成
26
年
４
月
か
ら

　

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　

取
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た
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　本年４月１日をもって奈良県広域消防組合が発足しました。

　これにより吉野広域行政組合消防本部も新たに奈良県広域消

防組合吉野消防署及び北山分署として消防業務を行うこととな

り、大規模災害や特殊災害に対する消防力が強化されます。

　吉野消防署の業務はこれまでどおり、火災・救急・救助等

災害対応及び火災予防推進のための事務的業務等、何れも変

更はありません。

　但し、名称変更に伴い宛名が変わりますので届出・申請等

の書類手続きにはご注意ください。提出先については一部を

除きこれまでどおりです。不明な点がございましたら下記ま

でお問い合わせ下さい。

　今後も職員一同、地域に密着したきめ細かい消防業務に邁

進する所存ですので、より一層のご理解とご協力をお願い致し

ます。

＜新しい消防組織の概要＞

　ボランティア連絡協議会では、平成

26年度から毎月０（ゼロ）のつく日に

ゴミ０（ゼロ）を目指して、村内の清

掃活動を行うことにしました。

　会員それぞれが自分の身のまわりか

ら先ず始めます。

　会員でない方も是非ご参加下さい。

第１回 大滝ダム周辺清掃活動

と　き　４月20日（日）午前９時から、

　　　　集合時間　午前８時45分

ところ　大滝ダムサイト駐車場

持ち物　軍手・火ばさみ等

【問い合わせ先】

ボランティア連絡協議会事務局

℡ ５２－０２９４

発足！発足！発足！発足！発足！発足！発足！発足！発足！

特
　
選
　
命
名
や
あ
か
り
と
名
づ
け
梅
一
輪
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

［
評
］
こ
の
様
な
俳
句
を
拝
見
す
る
と
、
上
手
下
手
を
越
え
て
佳
い
ナ
ー

　
　
　
と
思
う
。
孫
で
あ
ろ
う
。
あ
か
り
を
受
け
て
梅
一
輪
は
よ
く
照
応

　
　
　
し
て
い
る
。
佳
吟
で
あ
る
。

特
　
選
　
孕
み
た
る
飼
ひ
主
の
な
き
ペ
ル
シ
ャ
猫
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

［
評
］
犬
や
猫
も
舶
来
の
物
を
飼
う
流
行
が
あ
っ
た
。
飼
主
の
い
な
く
な
っ

　
　
　
た
ペ
ル
シ
ャ
猫
も
動
物
の
本
能
の
哀
し
さ
、
猫
の
恋
を
し
た
の
で

　
　
　
あ
る
。
あ
の
美
し
い
瞳
が
悲
し
い
。

特
　
選
　
口
笛
で
呼
び
か
け
て
み
し
初
音
か
な
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

［
評
］
呼
び
か
け
て
み
し
が
い
い
。
初
音
を
聴
こ
う
、
早
く
聴
き
た
い
と

　
　
　
言
う
心
の
動
き
、
そ
れ
は
口
笛
で
鶯
の
鳴
き
声
を
藪
か
林
に
む
か
っ

　
　
　
て
一
心
に
吹
く
作
者
が
と
て
も
佳
い
。

佳
作
　
山
茶
花
の
散
り
盡
し
た
る
木
の
高
さ
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

大
雪
や
指さ

示し

持
ち
出
し
て
計
り
た
る
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

残
る
雪
稜
線
に
あ
る
鳥
の
形
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

春
の
雪
五
十
年
杉
の
枝
撓
り
け
り
　
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

石
垣
の
隙
間
の
緑
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

　
　
　
春
の
雪
掻
き
た
る
地
べ
た
濡
れ
て
を
り
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

入
選
　
紀
元
節
紐
つ
け
下
げ
て
泣
く
赤
子
　
　
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

　
　
　
深
吉
野
に
冬
籠
り
し
て
生
死
な
し
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

川上村を磨こう！

吉　野　消　防　署

TEL�0746（32）1011　 IP�0746（39）9107　 FAX�0746（32）0130

●名　　称　奈良県広域消防組合

●組合住所　奈良県橿原市慈明寺町149番地の3

●管　　轄　奈良県37市町村（奈良市・生駒市を除く）
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３月31日現在

人口総数 1,614　人 （－12　人 ）

　 男　 　 768　人 （－４　人 ）

　 女　 　 846　人 （－８　人 ）

世 帯 数　 860世帯（－３世帯）

３月中の異動

転　入 ６人　　　転　出 14人

出　生 ０人　　　死　亡 ４人

24

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

　
広
報
３
月
号
２
ペ
ー
ジ
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
上
嶌
逸
平
さ
ん
の
肩
書
が

「
吉
野
木
材
協
同
組
合
連
合
会
　
代
表
理
事
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
川
上
産
吉
野
材
販
売
促
進
協
同
組
合
　
代
表
理
事
」
で
し
た
。
訂
正
す
る
と
と

も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
編
集
委
員
会

訂
正
と
お
詫
び

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）

森
本
　
フ
ク
　
（
柏
　
木
）

３
月
６
日
　
87
歳

10
万
円 

　
大
浦
　
行
雄
（
神
之
谷
）

亡
妻
の
供
養
と
し
て

20
万
円 

　
中
平
　
征
子
（
北
和
田
）

亡
夫
の
供
養
と
し
て

竹
本
　
千
賀
子
（
高
　
原
）

３
月
10
日
　
80
歳

20
万
円 

　
上
村
　
克
己
（
井
　
戸
）

亡
妻
の
供
養
と
し
て

井
筒
　
玲
子
　
（
西
　
河
）

３
月
22
日
　
77
歳

かわかみ


